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（　 ）

2015年度

幼稚園教諭
40名小学校教諭

107名

中学校教諭
12名

特別支援学校教諭
1名

高等学校教諭
2名

保育士
37名

■保育士・教員の合格実績

■教員採用試験合格者数の推移

19名
2007年度

22名
2008年度

41名
2009年度

31名
2010年度

53名
2011年度

76名
2012年度

112名
2013年度

123名
2014年度

122名
2015年度

599名
合計

【経営学部】

■2015年度就職率

95.8% 316人
330人

（　 ）【法　学　部】96.2% 177人
184人

（　 ）【教育学部】99.2% 379人
382人

合計 97.3%

合計 199名
（現役126名）
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イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
大

学
の
主
流
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
教
育
シ
ス
テ
ム
を
基
軸

に
据
え
て
エ
リ
ー
ト
養
成
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
そ

こ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
白
鷗
大
学
も
ま
た

そ
の
方
向
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

教
育
と
は
何
で
し
ょ
う
。
誤
解

を
恐
れ
ず
一
口
で
い
う
と
、

大
局
観
と
行
動
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
言
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
本
学
で

は
学
部
を
超
え
て
英
語
教
育
と

ス
ポ
ー
ツ
を
重
視
し
て
お
り
ま

す
。
知
性
は
行
動
力
の
バ
ネ
に

よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

対
外
的
に
は
大
学
の
存
在
感
を

高
め
、
対
内
的
に
は
学
生
教
職

員
間
の
一
体
感
を
強
め
る
こ
と

に
も
な
る
か
ら
で
す
。

　
建
学
１
０
０
年
、
大
学
創
設

30
年
と
い
う
歳
月
は
、
白
鷗

大
学
の
社
会
的
に
ず
っ
し
り
と

し
た
存
在
感
を
次
第
に
強
め
て

き
ま
し
た
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

の
活
躍
は
、
鷗
友
会
を
も
巻

き
込
ん
で
白
鷗
大
学
と
い
う
知

的
共
同
体
の
一
体
感
を
着
実
に

強
め
て
き
て
お
り
、
地
方
大
学

に
は
珍
し
い
全
国
的
な
知
名
度

を
高
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
白
鷗
大
学
の
こ
れ
ま
で

の
歩
み
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス

テ
ー
ジ
（
ワ
ン
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
と
し
て
は
、
徐
々
に

効
果
を
上
げ
、
作
戦
的
に
は
成

功
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ

う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
は
こ
れ
か

ら
の
30
年
、
つ
ま
り
セ
カ
ン

ド
・
ス
テ
ー
ジ
（
セ
カ
ン
ド
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
方
向
性
は
明
快
で
す
。

本
学
の
モ
ッ
ト
ー
が
「
プ
ル

ス
・
ウ
ル
ト
ラ
（
さ
ら
に
向
こ

う
へ
）」
で
あ
る
よ
う
に
、
創

設
者
上
岡
一
嘉
の
志
を
承
け
継

ぎ
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
さ
ら

に
強
め
る
こ
と
で
あ
る
と
う
一

語
に
尽
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
本

学
の
位
置
す
る
北
関
東
と
い
う

地
域
に
ど
っ
し
り
と
根
づ
き
な

が
ら
、
国
際
的
視
野
を
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
た
平
成
の
「
坂

東
武
者
」
の
養
成
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
白
鷗
大
学

の
社
会
貢
献
は
ま
ず
地
域
貢
献

か
ら
始
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
手
始
め
が
「
地
域
連
携
・

高
大
接
続
」
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
、「
地
域
連
携
」
は
、
大
学

の
社
会
貢
献
の
典
型
で
あ
り
、

大
学
の
も
つ
教
育
力
の
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
と
り

わ
け
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育

シ
ス
テ
ム
を
重
視
し
て
い
る
白

鷗
大
学
に
と
っ
て
は
、
地
域
の

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
機
能

を
も
つ
地
域
拠
点
と
な
る
こ
と

は
設
立
の
当
初
か
ら
予
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て

も
よ
い
の
で
す
。
ま
た
、「
高

大
接
続
」
に
つ
い
て
も
、
附

属
高
校
と
し
て
「
白
鷗
大
学
足

利
高
等
学
校
」
を
も
つ
本
学
に

と
っ
て
は
、
む
し
ろ
本
来
的
活

動
の
一
環
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
本

学
に
と
っ
て
は
地
域
密
着
的
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

と
り
わ
け
、
教
育
学
部
や
経
営

学
部
が
活
躍
す
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
白
鷗
大

学
は
こ
れ
か
ら
も
、
坂
東
武
者

を
産
み
出
し
た
こ
の
北
関
東
の

大
地
に
し
っ
か
り
と
根
づ
き
な

が
ら
、
国
際
的
行
動
力
を
も
つ

知
的
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
、

い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と

ロ
ー
カ
ル
な
行
動
力
を
も
つ

「
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
」
と
し
て

セ
カ
ン
ド
・
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
力
強

い
飛
翔
に
ご
注
目
と
ご
期
待
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
度
の
就
職
率
は

９
７.

３
％
と
、
過
去
最
高
で

あ
っ
た
昨
年
度
の
９
６.

２
％
を

上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
卒

業
生
に
占
め
る
就
職
者
の
割
合

は
８
６.

３
％
と
、
全
国
平
均
の

７
２.

０
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
度
の
教
員
採
用
試

験
合
格
者
（
臨
時
的
任
用
除
く
）

は
新
卒
49
人
、
既
卒
73
人
の
合
計

１
２
２
人
。
そ
の
内
訳
は
１
０
７

人
が
小
学
校
教
諭
、
中
学
校
教
諭

12
人
（
保
健
体
育
５
人
、
英
語
５

人
、
社
会
２
人
）、
高
等
学
校
教

諭
２
人
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
１

人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
教
員
採
用

試
験
合
格
者
は
、
２
０
０
７
年
の

教
育
学
部
開
設
以
来
、
約
６
０
０

人
と
な
っ
た
。
幼
稚
園
教
諭
は
40

人
、
保
育
士
に
は
37
人
が
採
用
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
公
務
員
試
験
で
は
国
家

公
務
員
を
含
む
73
人
が
合
格
。

栃
木
県
警
察
本
部
を
は
じ
め
警
察

官
35
人
、
県
市
町
村
職
員
29
人
、

消
防
士
７
人
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
旧
・

進
路
指
導
部
）
の
小こ
む
ろ室
正ま
さ
お男
部
長

は
「
今
年
度
か
ら
公
務
員
支
援
室

を
新
設
し
、
公
務
員
採
用
試
験
に

さ
ら
に
力
を
入
れ
て
専
門
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

過去最高の97.3％
122人が合格！
法学部生を中心に73人が合格

就職率

教員採用試験

公務員

存
在
感
と
一
体
感
の
あ
る

大
学
を
め
ざ
し
て�

学
長　

奥
島 

孝
康

成
を
め
ざ
す
。

　
さ
ら
に
６
月
22
日
、
栃
木

県
立
小
山
南
高
等
学
校
（
増ま
す

渕ぶ
ち

正ま
さ
の
り典
校
長
）
と
栃
木
県
立

小
山
城
南
高
等
学
校
（
渡わ
た
な
べ辺

敏と
し
お男
校
長
）
と
そ
れ
ぞ
れ

高
大
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
同
２
校
と

は
教
育
学
部
が
高
大
連
携
協

定
を
結
ん
で
い
た
が
、
今
回

は
経
営
学
部
・
法
学
部
を
含

め
た
大
学
全
体
と
の
協
定
締

結
と
な
り
、
よ
り
発
展
的
な

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
３
月
16
日
、

本
学
は
茨
城
県
結

城
市
と
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締

結
、
同
時
に
教
育

学
部
と
同
市
教
育

委
員
会
も
連
携

協
定
を
締
結
し

た
。
結
城
市
と

は
こ
れ
ま
で
に

も
「
ふ
れ
あ
い
出

前
講
座
白
鷗
大
学

編
」
や
各
種
委
員

の
委
嘱
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
今

後
は
、
包
括
的
に

連
携
す
る
こ
と
で
よ
り
内
容

を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
。

　
ま
た
同
日
、
栃
木
県
立
鹿

沼
高
等
学
校
（
上う
え
だ田
裕ゆ
う
じ司
校

長
）
と
高
大
連
携
協
定
の
調

印
式
を
執
り
行
っ
た
。
連
携

内
容
は
、
大
学
の
授
業
へ
の

特
別
聴
講
学
生
と
し
て
の
受

け
入
れ
や
双
方
の
教
員
に
よ

る
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
交

流
、
鹿
沼
高
校
で
の
学
校
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
。
相

互
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

教
育
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
、
地
域
社
会
や
国
際

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
育

結城市と包括連携協定
−県内３高校とも高大連携−

　
３
月
19
日
、
第
一
体
育
館
で

平
成
27
年
度
白
鷗
大
学
学
位

記
・
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行

さ
れ
、
９
７
４
人
の
卒
業
生
が

本
学
か
ら
飛
び
立
っ
て
い
っ

た
。
大
学
院
、
学
部
卒
業
生
の

各
代
表
者
に
奥
島
孝
康
学
長
よ

り
証
書
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、

卒
業
生
代
表
挨
拶
、
ハ
ン
ド
ベ

ル
ク
ワ
イ
ア
に
よ
る
祝
典
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

調
印
後
、
記
念
撮
影
す
る

上
岡
條
二
理
事
長（
右
）と

前
場
文
夫
結
城
市
長

学
位
記
・
卒
業
証
書

９
７
４
人
に
授
与

　
４
月
２
日
、
桜
が

満
開
の
中
、
平
成
28

年
度
入
学
式
が
本

キ
ャ
ン
パ
ス
第
一

体
育
館
に
て
挙
行
さ

れ
た
。
奥
島
孝
康
学

長
は
「
社
会
人
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
歴

史
を
創
る
役
割
を
担

う
た
め
に
大
学
で
学

ぶ
の
で
す
。
し
っ
か

り
学
び
、
生
涯
の
師

と
生
涯
の
友
を
つ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ク

ラ
ブ
活
動
に
大
い
に

汗
を
か
い
て
く
だ
さ
い
」
と

大
学
院
生
を
含
む
１
２
４
０

人
の
新
入
生
を
激
励
し
た
。

1240人の新入生を迎え入学式
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硬
式
野
球
部
が
、
ハ
ワ
イ
の
学
生
選
抜
チ
ー
ム

「
ハ
ワ
イ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ム
ー
バ
ー
ズ
」
と
７

月
９
・
10
日
、
白
鷗
球
場
で
今
年
３
年
目
を
迎
え

る
親
善
試
合
を
行
っ
た
。

　
両
日
の
試
合
後
に
は
野
球
教
室
を
開
催
。
地
元

の
少
年
硬
式
野
球
チ
ー
ム
「
栃
木
ボ
ー
イ
ズ
」、

栃
木
県
立
聾
学
校
の
生
徒
が
参
加
し
、
本
部
員
と

ム
ー
バ
ー
ズ
が
協
力
し
て
指
導
に
当
た
っ
た
。

　
事
業
を
主
管
す
る

国
際
交
流
室
は
、「
通

訳
は
ほ
と
ん
ど
必
要

な
く
、
共
通
の
野
球

を
通
じ
、
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
て
い
た
。
今

後
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

◆硬式野球部
　◦関甲新学生野球連盟平成28年度春季１部リーグ戦 ３位
◆女子バスケットボール部
　◦第50回関東大学女子バスケットボール選手権記念大会 ６位
　　ベスト８賞 上原もなみ（４年）
　◦第６回関東大学女子バスケットボール新人戦 ベスト16
◆軟式野球部
　◦平成28年度北関東大学軟式野球連盟春季リーグ戦 優勝
　◦全日本大学軟式野球選手権大会 ２年連続出場
◆サッカー部
　◦栃木県大学サッカー選手権大会 準優勝
　◦平成28年度北関東大学選手権大会（総理大臣杯）４位
◆女子バレーボール部
　◦2016年度春季関東大学女子2部バレーボールリーグ戦 ７位

硬式野球部
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祝！ リオ五輪に羽ばたくカモメたち

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
林は
や
し咲さ

き希
選
手
（
教
育

学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
専
攻
４
年
）
は
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
Ｕ‒

23
日
本
代
表
に

選
出
。
昨
年
選
ば
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
に
続
く

代
表
入
り
だ
。

　
５
月
７
日
か
ら
10
日
に
行
わ
れ
た
国
際
強
化
試
合

に
出
場
。
攻
守
に
わ
た
り
存
在
感
を
魅
せ
た
。
今
後

は
８
月
に
行
わ
れ
る
第
38
回
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
カ
ッ
プ
（
台
湾
・
台
北
市
）
に
出
場
す
る
。
併

せ
て
来
年
行
わ
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本
代
表

の
候
補
選
手
に
も
選
ば
れ
、
強
化
合
宿
に
も
参
加
し

て
い
る
。「
ど
ん
な
状
況
で
も

自
分
の
持
ち
味
を
出
し
て
い
き

た
い
。
４
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
今
後
、
林
選
手
の
活
躍
か
ら

目
が
離
せ
な
い
。

　
硬
式
野
球
部
の
大お
お
や
ま山
悠ゆ
う
す
け輔
選
手
（
経
営
学
部
４
年
）
が
、
７
月
12

日
か
ら
17
日
に
行
わ
れ
た
第
40
回
日
米
大
学
選
手
権
大
会
の
日
本
代

表
に
選
ば
れ
た
。
本
学
か
ら
選
出
さ
れ
る
の
は
、
２
０
０
７
年
本
学

を
卒
業
し
、
現
在
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
活
躍
す
る
髙
谷
裕
亮
選

手
以
来
、
２
人
目
だ
。

　
大
会
を
通
じ
４
番
三
塁
手
を
務
め
た
大
山
選
手
は
、
チ
ー
ム
の
柱

と
し
て
牽
引
し
、
２
年
連
続
18
回
目
の
日
本
の
優
勝
に
貢
献
し
た
。

「
率
直
に
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
し
か
し
、
米
国
ト
ッ
プ
の
投
手
と

対
戦
し
て
課
題
も
見
つ
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
学
べ
た
の
で
、
大
学
に

戻
っ
た
ら
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

　
大
山
選
手
は
つ
く
ば
秀
英
高
校
か
ら
本
学
に
進
学
。
身
長
１
８
１

㌢
、
体
重
84
㌔
。

右
投
げ
右
打
ち
。

今
春
の
関
甲
新
学

生
野
球
１
部
リ
ー

グ
で
は
、
シ
ー
ズ

ン
新
記
録
と
な
る

８
本
塁
打
を
放
っ

た
。

林咲希選手がＵ‐23日本代表に！

社会に出て活躍する卒業生たち

試
合
後
、
両
者
を
称
え
る

選
手
た
ち

活躍が期待される林選手

 ⒸJBA

優勝に貢献した大山選手

　
ラ
グ
ビ
ー
部
が
創
部
30
周

年
記
念
式
典
を
７
月
17
日
、

東
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ
た
。

栃
木
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
の
杉す
ぎ
や
ま山
茂し
げ
ゆ
き之
会

長
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

約
１
０
０
人
、
現
役
部
員
約

70
人
が
出
席
し
、
記
念
の
節

目
を
祝
っ
た
。

　
鈴す
ず
き木
忠た
だ
よ
し義
初
代
監
督
の
乾

杯
の
後
、
元
フ
ィ
ジ
ー
代
表

主
将
で
長
年
に
わ
た
り
コ
ー

チ
を
務
め
た
パ
ウ
ロ
・
ナ
ワ

ル
氏
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
、
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
卒
業
生
の
紹
介
映
像
が

披
露
さ
れ
た
。

　
鴫し
ぎ
は
ら原
信の
ぶ
ゆ
き之
現
監
督
は
「
30

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。
関
係
者
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
先
輩
方
が
築
き
上

げ
た
部
の
歴
史
を
汚
さ
ぬ

よ
う
、
指
導
に
当
た
り
た

い
」、
現
主
将
の
高コ
ウ

承ス
ン
ウ佑
選

手
は
「
目
標
は
１
部
昇
格
」

と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
っ
た
。

　
同
部
は
大
学
が
設
立
さ
れ

た
１
９
８
６
年
に
有
志
学
生

に
よ
り
創
部
。
翌
年
か
ら
は

鈴
木
氏
が
監
督
に
就
任
、

１
９
８
９
年
か
ら
３
年
連
続

の
北
関
東
リ
ー
グ
優
勝
を
経

て
１
９
９
２
年
に
関
東
大
学

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
に
加
盟
。
１
９
９
７
年
に

は
３
部
か
ら
２
部
へ
の
昇
格

を
果
た
し
た
。

創
部
30
周
年
記
念
式
典

大
山
悠
輔
選
手

侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
に
選
出

女 子
バスケ

ラ
グ
ビ
ー
部

公
式
戦
試
合
結
果

７人制ラグビー男子日本代表のトゥキリ選手（下野新聞社提供）バスケットボール女子日本代表の王選手（下野新聞社提供）

　2010年度の卒業生でクボタスピアーズ所属のトゥキリ・ロテ選手が
今回から正式種目となった７人制ラグビー男子の日本代表としてリオデ
ジャネイロ五輪に出場する。フィジー生まれのトゥキリ選手は2007年、
本学経営学部に入学、卒業直前の2011年３月、日本代表に初選出され
た。2015年３月には日本国籍を取得、北海道バーバリアンズで活躍後、
今春からトップリーグのクボタスピアーズに移籍した。187㌢、105㌔。

　2009年度の卒業生で、三菱電機所属の王
おう

新
あ さ こ

朝喜選手がリオデ
ジャネイロ五輪のバスケットボール女子日本代表選手に選出さ
れた。王選手は中国天津市から岐阜・岐阜女高に留学し、2006
年、本学経営学部に入学、2013年に日本国籍を取得した。189
㌢、83㌔の恵まれた体格を生かし、初の五輪に挑む。女子日本代
表は７月中旬から南米遠征を行い、直前にリオ入りする予定。

ハワイ・アイランド・ムーバーズと親善試合 
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平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
す
。
こ
の
決
算
書
は
法
人
全
体

の
も
の
で
す
。

事
業
概
要

　
平
成
27
年
度
は
、
白
鷗
大
学
の

ル
ー
ツ
で
あ
る｢

足
利
裁
縫
女
学
校｣

創
設
か
ら
数
え
、
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
１
０
０
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
初
代
学

長
・
上
岡
一
嘉
の
語
っ
た
「PLU

S 
U

LTRA

（
さ
ら
に
向
こ
う
へ
）」
の

教
育
理
念
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
建

学
の
精
神
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
教
育
機
関
ま
た
地
域
に
つ
な
が

る
組
織
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
る
た
め
に
、
法
人
の
教
育
精
神
に

沿
っ
た
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

を
計
画
し
遂
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
白
鷗
ら
し
さ
の
樹
立
、
未
来
を

切
り
拓
く
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
そ
し

て
地
域
及
び
国
際
社
会
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
す
る
べ
く
、
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

今
後
も
急
激
に
変
化
す
る
社
会
に
対

応
し
、
地
域
社
会
を
は
じ
め
広
く
わ

が
国
社
会
の
各
分
野
に
お
い
て
活
躍

す
る
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
と

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
学
生
生

徒
の
安
全
な
教
育
研
究
環
境
整
備
を

目
的
と
し
て
「
耐
震
性
を
備
え
た
校

舎
等
の
建
築
」、「
既
存
施
設
の
改
修

整
備
」、「
語
学
教
育
・
留
学
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
企
画
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
係
わ

る
学
生
生
徒
へ
の
支
援
強
化
」
を
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
同
事
業
費
へ
の
寄
付
金
の

呼
び
か
け
と
し
て
「
学
校
法
人
白
鷗

大
学
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募

金
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

水
害
に
つ
い
て
の
報
告
（
４
面
に
関
連
記
事
）

　
平
成
27
年
９
月
９
日
に
起
き
た
台

風
18
号
に
よ
る
記
録
的
な
集
中
豪

雨
、
関
東
・
東
北
豪
雨
で
近
く
を
流

れ
る
思お

も
い
が
わ川の
支
流
の
豊と
よ
ほ
が
わ

穂
川
の
氾
濫

に
よ
り
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
幼

稚
園
は
水
深
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
水

で
覆
わ
れ
る
と
い
う
未
曾
有
の
大
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

決
算
概
要

　
学
校
法
人
会
計
基
準
は
、
社
会
・
経

済
状
況
の
大
き
な
変
化
、
会
計
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
等
を
踏
ま
え
た
様
々
な

会
計
基
準
の
改
正
、
私
学
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
の
変
化
等
を
受
け
て
、

公
教
育
を
担
う
学
校
法
人
の
経
営
状

態
に
つ
い
て
、
社
会
に
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
平
成
25
年
に
改
正
さ

れ
、
平
成
27
年
度
の
財
務
諸
表
よ
り

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
寄
付
金
に
つ
い
て
、
特

別
寄
付
金
は
３
億
１
０
４
８
万
円
、

一
般
寄
付
金
は
１
５
２
３
万
円
で

「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金
」

と
し
て
鷗
友
会
（
同
窓
会
）
よ
り

３
億
円
の
寄
付
が
あ
り
、
特
別
寄
付

金
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
教
育
研
究
用
機
器
備
品
支

出
は
５
億
１
５
８
９
万
円
で
、
主

な
も
の
は
水
害
に
伴
う
メ
デ
ィ
ア

設
備
、
教
育
学
部
心
理
学
お
よ
び

ス
ポ
ー
ツ
健
康
各
専
攻
設
備
の
備

品
購
入
、
高
等
学
校
の
校
舎
新
築

に
伴
う
備
品
購
入
で
す
。
図
書

支
出
は
４
９
９
３
万
円
で
対
予
算 

４
４
３
７
万
円
の
支
出
減
で
し
た

が
、
こ
れ
は
水
害
に
あ
っ
た
図
書
の

う
ち
補
助
金
等
の
関
係
に
よ
り
大
半

を
次
年
度
へ
購
入
を
延
期
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
３
月
現
在
、
建
物
・

構
築
物
お
よ
び
教
育
研
究
用
機
器

備
品
、
他
機
器
備
品
、
車
両
な
ど

の
被
害
総
額
は
大
学
と
幼
稚
園
を
併

せ
て
約
15
億
１
０
９
７
万
４
千
円
、

災
害
復
旧
費
は
概
算
金
額
で
11
億 

９
６
４
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
度
以
降
も
災
害
復

旧
に
向
け
た
設
備
調
達
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

【 貸借対照表 】平成28年３月31日
　貸借対照表は、学校法人の期末における資産と負債・基本金・消費収支差額の状況を表
示して、財政状態を表しています。資産総額から負債総額を差し引いた「正味財産」は前
年度より６億4498万円増加し、373億8951万円となりました。
 （単位：円）

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減
資産の部

固定資産 32,303,315,748 31,170,031,282 1,133,284,466
有形固定資産 23,658,252,995 23,479,587,151 178,665,844
土 地 5,907,799,779 5,907,814,387 △ 14,608
建 物 14,048,097,572 14,389,156,440 △ 341,058,868
構 築 物 1,160,206,259 877,027,025 283,179,234
教 育 研 究 用 機 器 備 品 1,089,572,849 750,592,649 338,980,200
管 理 用 機 器 備 品 209,278,183 160,751,729 48,526,454
図 書 1,094,872,417 1,188,283,267 △ 93,410,850
車 輌 97,622,736 57,782,001 39,840,735
建 設 仮 勘 定 50,803,200 148,179,653 △ 97,376,453

特定資産 8,068,574,903 3,962,444,303 4,106,130,600
退職給与引当特定資産 700,645,603 660,645,603 40,000,000
減価償却引当特定資産 4,027,929,300 901,798,700 3,126,130,600
校舎改築引当特定預金 0 2,400,000,000 △ 2,400,000,000
第２号基本金引当特定資産 3,340,000,000 0 3,340,000,000

その他の固定資産 576,487,850 3,727,999,828 △ 3,151,511,978
借 地 権 291,394,657 291,394,657 0
投 資 有 価 証 券 53,343,674 3,207,244,674 △ 3,153,901,000
そ の 他 231,749,519 229,360,497 2,389,022

流動資産 5,086,189,756 5,574,495,047 △ 488,305,291
現 金 預 金 2,734,708,724 3,706,448,430 △ 971,739,706
有 価 証 券 1,881,564,225 1,553,478,278 328,085,947
そ の 他 469,916,807 314,568,339 155,348,468

資産の部合計 37,389,505,504 36,744,526,329 644,979,175

負債の部
固定負債 2,017,621,600 2,179,433,204 △ 161,811,604
長 期 借 入 金 1,300,000,000 1,500,000,000 △ 200,000,000
退 職 給 与 引 当 金 717,621,600 679,433,204 38,188,396

流動負債 1,777,111,340 1,736,735,788 40,375,552
短 期 借 入 金 200,000,000 113,880,000 86,120,000
前 受 金 1,188,518,393 1,205,126,896 △ 16,608,503
そ の 他 388,592,947 417,728,892 △ 29,135,945

負債の部合計 3,794,732,940 3,916,168,992 △ 121,436,052
純資産の部

基本金 39,050,916,320 37,393,166,221 1,657,750,099
第１号基本金 35,220,916,320 34,503,166,221 717,750,099
第２号基本金 3,340,000,000 2,400,000,000 940,000,000
第４号基本金 490,000,000 490,000,000 0

繰越収支差額 △ 5,456,143,756 △ 4,564,808,884 △ 891,334,872
翌年度繰越収支差額 △ 5,456,143,756 △ 4,564,808,884 △ 891,334,872

純資産の部合計 33,594,772,564 32,828,357,337 766,415,227

【 事業活動収支計算書 】平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
　平成27年度事業報告より旧消費収支計算書は事業活動収支計算書へと名称変更しま
した。事業活動収支計算書は大きく分けて、経常収支としての①教育活動収支②教育活
動外収支、そして③特別収支の３つの部門で計上されます。また、長期の収支バランス
と共に毎年度の収支バランスを表示しています。

（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金 5,755,456,000 5,743,420,428 12,035,572
手　数　料 176,455,000 182,493,434 △ 6,038,434
寄　付　金 27,100,000 15,727,813 11,372,187
経常費等補助金 1,063,350,000 1,063,086,056 263,944
　国庫補助金 393,290,000 393,159,544 130,456
　地方公共団体補助金 670,060,000 669,926,512 133,488
付随事業収入 21,670,000 21,864,712 △ 194,712
雑　収　入 244,098,500 251,375,117 △ 7,276,617

教育活動収入計 7,288,129,500 7,277,967,560 10,161,940

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
人件費 3,697,900,020 3,682,667,916 15,232,104
教育研究経費 3,468,210,162 3,364,622,382 103,587,780
管理経費 985,405,867 910,213,678 75,192,189
徴収不能額等 500,000 0 500,000

教育活動支出計 8,152,016,049 7,957,503,976 194,512,073
　　教育活動収支差額 △ 863,886,549 △ 679,536,416 △ 184,350,133

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
受取利息・配当金 308,503,500 312,322,231 △ 3,818,731
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 308,503,500 312,322,231 △ 3,818,731

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
借入金利息 17,825,550 17,825,550 0
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 17,825,550 17,825,550 0

　　教育活動外収支差額 290,677,950 294,496,681 △ 3,818,731
経常収支差額 △ 573,208,599 △ 385,039,735 △ 188,168,864

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産売却差額 56,000,000 57,323,732 △ 1,323,732
その他の特別収入 1,615,000,000 1,717,814,311 △ 102,814,311
特別収入計 1,671,000,000 1,775,138,043 △ 104,138,043

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産処分差額 280,000,000 338,236,596 △ 58,236,596
その他の特別支出 243,200,000 285,446,485 △ 42,246,485
特別支出計 523,200,000 623,683,081 △ 100,483,081

　　特別収支差額 1,147,800,000 1,151,454,962 △ 3,654,962

〔予　備　費〕 （　56,543,049）
13,456,951 13,456,951

基本金組入前当年度収支差額 561,134,450 766,415,227 △ 205,280,777
基本金組入額合計 △ 1,377,500,000 △ 1,657,750,099 280,250,099
当年度収支差額 △ 816,365,550 △ 891,334,872 74,969,322
前年度繰越収支差額 △ 4,564,808,884 △ 4,564,808,884 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 5,381,174,434 △ 5,456,143,756 74,969,322
（参考）
事業活動収入計 9,267,633,000 9,365,427,834 △ 97,794,834
事業活動支出計 8,706,498,550 8,599,012,607 107,485,943

【 資金収支計算書 】平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
　資金収支計算書は、一年間の収入・支出ごとの資金の流れの総額を表したもので、資
金収支の総額は189億5668万円であり、平成28年度への繰越支払資金は27億3471万円と
なっています。
収　入　の　部 （単位：円）

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金収入 5,755,456,000 5,743,420,428 12,035,572
手数料収入 176,455,000 182,493,434 △ 6,038,434
寄付金収入 351,300,000 325,711,494 25,588,506
補助金収入 1,224,550,000 1,321,748,056 △ 97,198,056
　国庫補助金収入 553,290,000 651,155,544 △ 97,865,544
　地方公共団体補助金収入 671,260,000 670,592,512 667,488
資産売却収入 3,204,000,000 3,211,239,340 △ 7,239,340
付随事業・収益事業収入 21,670,000 22,409,774 △ 739,774
受取利息・配当金収入 306,003,500 309,870,111 △ 3,866,611
雑収入 1,372,598,500 1,396,477,133 △ 23,878,633
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 1,156,600,000 1,188,518,393 △ 31,918,393
その他の収入 2,995,152,445 3,118,754,614 △ 123,602,169
資金収入調整勘定（注） △ 1,446,675,396 △ 1,570,415,495 123,740,099
前年度繰越支払資金 3,706,448,430 3,706,448,430 0

収入の部合計 18,823,558,479 18,956,675,712 △ 133,117,233

支　出　の　部
科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異

人件費支出 3,654,300,020 3,644,479,520 9,820,500
教育研究経費支出 2,717,010,162 2,643,895,053 73,115,109
管理経費支出 859,405,867 805,311,420 54,094,447
借入金等利息支出 17,825,550 17,825,550 0
借入金等返済支出 113,880,000 113,880,000 0
施設関係支出 1,037,560,000 819,993,213 217,566,787
設備関係支出 834,500,000 751,264,442 83,235,558
資産運用支出 7,082,000,000 7,252,364,447 △ 170,364,447
その他の支出 477,628,892 482,809,363 △ 5,180,471

（　56,543,049） 56,543,049
予 備 費 13,456,951 ‒ 13,456,951
資金支出調整勘定（注） △ 268,457,481 △ 309,856,020 41,398,539
次年度繰越支払資金 2,284,448,518 2,734,708,724 △ 450,260,206

支出の部合計 18,823,558,479 18,956,675,712 △ 133,117,233

（注）資金収入調整勘定及び資金支出調整勘定について
　学校法人会計における資金収支計算の目的は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の
内容当該会計年度における支払資金の収入及び支出とそのてん末を明らかにすることとされています。その
ため収入・支出ともに調整勘定が設けられています。なお、資金収入調整勘定には期末未収入金及び前期末
前受金、資金支出調整勘定には期末未払金及び前期末前払金を計上しています。

学校法人白鷗大学 平成27年度決算報告
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あ
っ
た
が
、
大
幅
な
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
被
害
に
鷗
友
会

か
ら
、
２
号
館
１
階
ロ
ビ
ー

に
新
設
す
る
モ
ニ
タ
ー
お

よ
び
家
具
の
費
用
と
し
て

１
０
０
万
円
の
寄
付
を
受

け
、
12
月
16
日
に
は
常
川
朋

之
会
長
か
ら
贈
呈
が
あ
っ

た
。「

友
人
を
つ
な
ぐ
場
」

　
そ
の
後
、
２
０
１
６
年
４

月
に
は
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
食
堂
「
シ
ェ
モ
ア
」
を

全
面
改
修
、
約
７
ヶ
月
ぶ
り

に
営
業
を
再
開
し
た
。

　
４
月
１
日
に
学
生
・
教

職
員
な
ど
学
内
関
係
者
約

１
０
０
人
を
集
め
て
行
わ
れ

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
、
学
生
委
員
長
の
三

浦
顕
一
郎
教
授
は
「
今
日
と

い
う
日
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
水
害
の
復
旧
に
学
生
を

は
じ
め
多
く
の
方
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。
学
生
食

堂
は
、
お
い
し
い
食
事
が
提

供
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
友

人
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
と
て

　
２
０
１
５
年
９
月
９
日
、

台
風
18
号
に
よ
る
記
録
的
な

集
中
豪
雨
の
た
め
に
、
本

キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
を
流
れ
る

思
川
の
支
流
で
あ
る
豊
穂
川

が
氾
濫
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
全
建
物
の
１
階
部
分
が
浸

水
す
る
被
害
を
受
け
た
。

　
１
０
０
周
年
の
節
目
の
年

に
未
曾
有
の
大
災
害
が
重
な

り
、
在
学
生
、
教
職
員
共

に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た

が
、
卒
業
生
を
含
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
関
係
業
者
と
共
に

復
旧
作
業
に
取
り
組
み
、
被

害
か
ら
２
週
間
後
、
大
学
で

は
予
定
通
り
に
後
期
履
修
登

録
な
ら
び
に
後
期
授
業
を
実

施
し
た
。
一
部
施
設
の
利
用

に
制
限
が
生
じ
た
が
、
大
き

な
混
乱
も
な
く
後
期
の
学
事

を
開
始
し
た
。

　
総
合
図
書
館
本
館
は
地
下

書
庫
と
１
階
の
閲
覧
室
、

事
務
室
が
水
没
し
、
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
。
ほ
か
学

生
食
堂
、
各
建
物
ロ
ビ
ー

等
は
機
器
や
備
品
の
入
れ

替
え
、
納
品
に
時
間
を
要

し
、
ま
た
経
営
学
部
の
東

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
計
画

に
伴
い
、
同
年
度
に
図
書
館

の
一
部
を
移
転
す
る
計
画
で

生
ま
れ
変
わ
っ
た
図
書
館
地
下

電
子
黒
板
を
使
っ
て
の
発
表

浸
水
し
た
本
キ
ャ
ン
パ
ス

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

学
生
で
賑
わ
う
「
シ
ェ
モ
ア
」

新
た
に
体
育
館
が
加
わ
っ
た
完
成
予
想
図

水害からの復旧
　−ラーニング・コモンズなど教育環境が充実−

　「
白
鷗
大
学
東
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
」
を
発

表
。
東
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
を
鉄
骨
８
階
建
て

に
す
る
こ
と
、
ま
た
同
敷
地
内
に
同
２
階
建
て
の

体
育
館
も
増
築
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。

　
新
校
舎
は
２
０
１
６
年
９
月
、
体
育
館
は
同
年

11
月
に
着
工
予
定
。
現
在
の
校
舎
に
隣
接
す
る
新

校
舎
の
延
べ
床
面
積
は
約
１
万
５
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
。
新
校
舎
の
開
所
に
伴
っ
て
本
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
本
部
機
能
も
移
転
す
る
。
移
転
後
は

法
学
部
と
経
営
学
部
の
学
生
約
３
０
０
０
人
が
東

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
当
初
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
て
替
え
が
検
討

さ
れ
て
い
た
体
育
館
は
、
昨
年
の
水
害
の
影
響

や
大
半
の
学
生
が
移
る
こ
と
か
ら
、
東
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
建
設
が
決
ま
っ
た
。
延
べ
床
面
積
は
約

４
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
新
校
舎
と
同
時
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。

　
一
般
の
人
も
利
用
可
能
な
学
生
食
堂
や
図
書
館

を
整
備
す
る
計
画
。
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を
図

り
、「（
Ｊ
Ｒ
小
山
）
駅
前
の
活
性
化
に
も
役
立
て

れ
ば
」
と
考
え
て
い
る
。

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環 

東
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎
建
設

経
営
学
部
　
特
任
教
授

新
井
佐
恵
子

後
藤
　
謙
次

元
田
　
　
成

　
　
　
　
　
講
師西

谷
勢
至
子

　
　
　
　
　
助
教鈴

木
　
仁
里

教
育
学
部
　
教
授金

井
　
　
正

　
　
　
　
　
助
教山

路
　
千
華

【
退 

職
】

（
平
成
28
年
３
月
31
日
付
）

法
務
研
究
科
　
教
授

角
田
　
雄
彦

法
学
部
　
特
任
教
授

福
岡
　
政
行

教
育
学
部
　
特
任
教
授

須
藤
　
　
稔

教
育
学
部
　
教
授滝

沢
　
謙
三

　
　
　
　
　
准
教
授

福
田
　
真
奈

　
　
　
　
　
講
師五

十
嵐
淳
子

　
　
　
　
　
実
習
講
師

阿
部
ア
サ
ミ

◆
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
、
進

路
指
導
部
、
学
習
支
援
室
、
リ

エ
ゾ
ン
委
員
会
の
４
部
門
を
再

編
し
、
平
成
28
年
度
よ
り
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
改
称
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長

飛
田
　
幸
宏
（
新
任
）

◆
白
鷗
大
学
総
合
研
究
所

に
属
す
る
組
織
と
し
て

２
０
１
６
年
度
よ
り
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長

奥
澤
　
信
行
（
新
任
）

【
昇 

格
】 

法
学
部
　
教
授

高
橋
　
義
人

平
山
　
真
理

教
育
学
部
　
准
教
授
　

荒
井
　
信
成

荒
川
　
麻
里 

平
野
　
晋
吾 

山
野
井
貴
浩  

【
異 

動
】

（
特
任
教
授
か
ら
教
授
へ
） 

経
営
学
部
　
教
授菅

野
　
嘉
則

【
新 

任
】 

法
務
研
究
科
　
教
授
　

村
岡
　
啓
一

（
任
期
３
年
）

教
員
人
事

も
大
切
な
場
所
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
こ
の
ほ
か
本
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
風

学
食
「
ボ
ン
パ
ス
ト
」
も
併

せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
同
じ
く
４
月
、
総
合
図
書

館
本
館
の
全
て
の
フ
ロ
ア
が

利
用
可
能
と
な
り
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
も
復
旧
し
た
。

地
下
に
は
個
人
だ
け
で
な

く
、
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
に

も
対
応
で
き
る
自
習
ス
ペ
ー

ス
を
新
設
。
電
子
黒
板
な
ど

の
機
器
も
導
入
し
、「
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
と
し

て
、
新
た
な
学
び
の
場
を
整

備
し
た
。

水害から復旧したキャンパス（2016年４月撮影）

報告

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


